
    
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

    

   

    

  

     

            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京商工リサーチの集計によると、円安に起因する「円安」関連倒産が１～９月に累計で２１

４件に上った。これは前年同期の８９件を１４０.４％上回る。前年同期に比べ２.４倍もの急増

となる。 
産業別にみると、自動車貨物運送業など運輸業の８１件（構成比３７.９％）が最多。高止ま

りする燃料価格の影響とみられる。次いで、製造業４４件（同２０.６％）、卸売業４１件（同

１９.２％）、サービス業他１９件（同８.９％）、小売業１１件（同５.１％）と幅広い業種にわ

たっている。 
急急急急激激激激なななな円安円安円安円安はははは、、、、輸出企業輸出企業輸出企業輸出企業をををを中心中心中心中心にににに収益収益収益収益をををを押押押押しししし上上上上げるげるげるげる効効効効果果果果があるがあるがあるがある一方一方一方一方、、、、輸入輸入輸入輸入にににに頼頼頼頼るエネルギーるエネルギーるエネルギーるエネルギー、、、、

資源資源資源資源、、、、食料品食料品食料品食料品などなどなどなど幅広幅広幅広幅広いいいい分野分野分野分野でででで価格価格価格価格をををを押押押押しししし上上上上げることでげることでげることでげることで、、、、円安円安円安円安のののの影響影響影響影響はははは収益悪化収益悪化収益悪化収益悪化をををを招招招招きききき、、、、中小企中小企中小企中小企

業業業業のののの体力体力体力体力をををを消耗消耗消耗消耗させさせさせさせ、、、、そのそのそのその結果結果結果結果、、、、中小企業中小企業中小企業中小企業のののの倒産倒産倒産倒産もももも急増急増急増急増しているしているしているしている。。。。倒産件数を月次ベースで追う

と、１月２２件、２月２７件、３月１５件、４月３２件、５月２２件、６月２５件、７月２１件、

８月２２件、９月２８件と、３月を除き毎月２０件を超すペースが続いている。 

平成２５年は最高でも１０月の１９件。１月は６件、３月と７月は７件にすぎ 

なかった。為替相場の今後の動向によっては、価格競争による売り上げ低迷な 

ども懸念される、と同社は先行きを不安視している。 
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『１～９月前年比２.４倍に急増 円安関連倒産―東商リサーチ』 

『前年度実績を９％上回る 平成２６年度―中小製造業設備投資』 

日本政策金融公庫日本政策金融公庫日本政策金融公庫日本政策金融公庫がががが行行行行ったったったった中小製造業設備投資動向調査中小製造業設備投資動向調査中小製造業設備投資動向調査中小製造業設備投資動向調査によるとによるとによるとによると、、、、平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度のののの国内設備投国内設備投国内設備投国内設備投

資額資額資額資額はははは、、、、修正計画修正計画修正計画修正計画でででで２２２２兆兆兆兆６６６６,,,,７７０７７０７７０７７０億円億円億円億円となりとなりとなりとなり、、、、前年度実績前年度実績前年度実績前年度実績にににに比比比比べてべてべてべて９９９９....００００％％％％増加増加増加増加するするするする見通見通見通見通しだしだしだしだ。。。。

このこのこのこの伸伸伸伸びびびび率率率率はははは前年度前年度前年度前年度のののの７７７７....１１１１％％％％をかなりをかなりをかなりをかなり上回上回上回上回りりりり、、、、投資額投資額投資額投資額はははは平成平成平成平成２０２０２０２０年年年年のリーマンショックのリーマンショックのリーマンショックのリーマンショック以降以降以降以降でででで

最高最高最高最高となるとなるとなるとなる。。。。    

業種別にみると、全１７業種中、１１業種で前年度実績を上回る。特に「非鉄金属」（９１.

６％増）、「事務用機械」（５８.６％増）、「繊維・繊維製品」（５０.７％増）、「化学」（５

０.５％増）、「はん用機械」（４６.２％増）の伸びが目立つ。一方、「食料品」（１６.６％減）、

「パルプ・紙」（６.０％減）、「木材・木製品」（５.７％減）は減少している。 
投資対象別にみると、「機械・装置」が１兆６,４４８億円で、前年度実績比１８.２％、「建物・

構築物」が７,１２７億円で３.０％それぞれ増加する。これに対し、「土地」が１,１６８億円で

２３.３％、「船舶・車両・運搬具・耐用年数１年以上の工具・危惧・備品等」が２,０２６億円で

８.５％それぞれ減る見通し。目的別では、「更新、維持・補修」投資の構成比が３１.０％と最も

多いが、前年度実績（３４.７％）より３.７ポイント低下する。「能力拡充」投資は２９.３％で、

前年度実績（２５.２％）より４.１ポイント上昇する見込み。 
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